
文化スポーツ振興
特命課長

○

農業改良普及室長 ○

○
企画推進課長兼
復興推進課長

○

土木部長 ○ 保健福祉環境部長 ○
副局長兼
経営企画部長

○

○ ○

県税室長 ○ 局長 ○

水産部長 ○ ○

農村整備室長 ○ 産業振興室長 ○

教育事務所長 〇 ○

二戸高等技術
専門校長

〇 林務部長 ○ 農政部長 ○ ○

座席表

事
務
局

報
道
機
関

入
口

参加予定報道機関
・デーリー東北新聞社久慈支局
・ダナスプランニング
・陸中魁新聞社
・岩手日報久慈支局
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管内報道機関との定例懇談会（８月）説明項目

項目 担当部 ポイント

１

「いわてグルージャ盛岡

とヴァンラーレ八戸によ

る子どもサッカー交流体

験教室」の開催について

経 営 企 画 部

岩手県北と八戸の圏域の子どもたちにスポー

ツへの関心を深める機会を提供するとともに、

プロサッカー選手と子ども及び異なる圏域の子

ども同士の交流を図るため、「いわてグルージャ

盛岡及びヴァンラーレ八戸と連携した子どもサ

ッカー交流体験教室」を開催しますので、お知

らせします。

２

高校生、保護者及びＵタ

ーン経験者とのトークセ

ッション“あなたの知ら

ないＵターンの世界”の

開催について

産 業 振 興 室

若者の地元就業を促進するため、Ｕターンに

ついての理解を深め、Ｕターンに対する意識付

けを行うことを目的として、高校生（進学予定

者）及び保護者を対象にＵターン経験者とのト

ークセッションを開催しますのでお知らせしま

す。

３

「ナニャトヤラ周遊スタ

ンプラリー～ご当地PRキ

ャラと一緒に南部氏を学

ぼう～」の開催について

産 業 振 興 室

コロナ禍における新しい観光のトレンドであ

るマイクロツーリズムの一環として、圏域内の

周遊を促進するため、「ナニャトヤラ周遊スタン

プラリー～ご当地 PR キャラと一緒に南部氏を

学ぼう～」を開催しますのでお知らせします。

４

ほうれんそう夏期安定生

産技術等現地研修会の開

催について

農 業 改 良

普及センター

夏期高温対策技術として期待されるミスト装

置を活用した加湿制御による高温対策技術の普

及実証の取り組みとして、標記研修会を８月18

日に開催して、ミスト装置を活用した高温対策

実証を農家と関係機関等に紹介しますので、お

知らせします。

５

久慈地域の農作物の生育

状況について（令和３年

７月25日現在）

農 業 改 良

普及センター

久慈地域の農作物の生育状況について、お知

らせします。

６

「久慈地方産原木乾しい

たけフェア」の開催につ

いて

林 務 部

久慈地方の特産品である「原木乾しいたけ」

を味わう機会を設け、認知度向上と消費拡大を

図ることを目的に、県内の飲食店等で久慈地方

産原木乾しいたけを使用したメニューの提供を

行うフェアを開催しますのでお知らせします。

７

いわての森林づくり県民

税を活用した「県民参加

の森林づくり促進事業」

の取組について

林 務 部

「いわての森林づくり県民税」を活用し、県

民の森林づくりへの理解の醸成と積極的な参画

の促進を図るため、地域住民や団体等が主体的

に取り組む森林整備活動等を支援する「県民参

加の森林づくり促進事業」の取組（８月実施分）

が行われますので、お知らせします。
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８

山形小学校６年生の揮毫

による橋名板をお披露目

します！

土 木 部

将来を担う地元小学生に道路への親しみや道

路構造物への愛着を持っていただきたい願いも

込め、「下川井２号橋」の橋名板について山形小

学校の６年生 11 名に揮毫していただいたとこ

ろですが、今般、橋名板が完成し、児童へのお

披露目及び感謝状贈呈を行いますので、お知ら

せします。

９

「オープンキャンパス＆

夏の体験入校」８月７日

（土）開催！

二 戸 高 等

技 術 専 門 校

自動車整備及び建築大工分野の未来の匠を育

てる県立二戸高等技術専門校では、高校生やそ

の保護者を始め地域の皆さんに本校の活動をよ

く知っていただくために、「オープンキャンパ

ス」を８月７日（土）の午前に開催します。

また、同日の午後、高校生を対象に、自動車

整備や木材加工の実習を体験していただく「夏

の体験入校」を開催します。

10

久慈地区における雇用の

維持・就職に向けた在職

者・離職者訓練について

（８、９月実施分）

二 戸 高 等

技 術 専 門 校

８、９月に在職者訓練及び離職者訓練を実施

しますので、お知らせします。

11

北いわて・大湯・是川 縄

文周遊発掘スタンプラリ

ーの開催について

二 戸 地 域

振興センター

「北海道・北東北の縄文遺跡群」の世界遺産

登録を記念し、御所野遺跡、岩手県北地域の縄

文関連施設、隣接圏域の縄文遺跡群構成資産等

の周遊観光を促進するためのスタンプラリーを

開催しますので、お知らせします。

【その他配付資料】

○ 月間行事予定表（令和３年８月～９月上旬）
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報道機関懇談会資料（2021/８/５） 県北広域振興局

説明項目１

「いわてグルージャ盛岡とヴァンラーレ八戸による子どもサッカー交流体

験教室」の開催について

（経営企画部）

県北広域振興局及び北緯 40°ナニャトヤラ連邦会議は、岩手県北と八戸の圏域の子どもたち

にスポーツへの関心を深める機会を提供するとともに、プロサッカー選手と子ども及び異なる圏域

の子ども同士の交流を図るため、「いわてグルージャ盛岡及びヴァンラーレ八戸と連携した子ども

サッカー交流体験教室」を開催しますので、当日の取材をお願いします。

１ 日程

８月22日（日） 14時～16時

２ 会場

久慈市防災公園多目的広場２（久慈市夏井町大崎第３地割）

３ 主催

県北広域振興局、北緯40°ナニャトヤラ連邦会議

４ 実施内容

  いわてグルージャ盛岡及びヴァンラーレ八戸を招請し、スポーツ体験並びに選手と児

童間及び児童同士の交流の機会を児童に提供する。

（1） 受付 13：30～14：00

（2） 開会・挨拶 14：00～14：05

（3） スポーツ体験（ドリブル、パス、シュートの基礎メニューやミニゲーム等を通じた

児童間の交流） 14：05～15：30   

（4） 児童と選手の交流（授賞、集合写真、サイン会） 15：30～16：00

５ 募集

（1） 対象

   八戸市、階上町、おいらせ町、五戸町、南部町、三戸町、田子町、新郷村、久慈市、普

代村、野田村、洋野町、二戸市、軽米町、九戸村及び一戸町の小学生

（2） 人数

   60人（申込多数の場合は抽選で参加者を決定します。）

（3） 締切

８/11（水）17時必着（ファックス、郵送又は持参）

６ 参加費

無料

７ 中止等

・  荒天や新型コロナ感染症の感染拡大等の場合、中止します（小雨決行）。

８  主な新型コロナウイルス感染症感染防止対策について

・  事前申し込みにより参加者を登録し、参加者名簿を作成すること。

・  主催者は、当日、参加者の検温を行い、37.5℃以上ある者の参加させないこと。

・  主催者は、参加者に対して、体験前の手指消毒及び体験活動時以外のマスクの着用

を促すこと。

・  主催者は、参加者の保護者等に対して、厚生労働省から提供されている接触確認ア

プリ（COCOA）のインストールを促すこと。

・  参加者の保護者等は、互いの距離を１メートル以上保って観覧すること。

・  主催者は、地域の感染状況等に応じて、追加の対策を講じる可能性があること。

担当：経営企画部 特命課長（文化スポーツ振興）・小川

電話：0194-53-4981  内線209
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Administrator
テキストボックス
（ボールをお持ちの方はご持参ください）



いわてグルージャ盛岡とヴァンラーレ八戸によるこどもサッカー交流体験教室の参加者募集について 

 

募
集
要
項
・
参
加
条
件 

◎対象者：八戸圏域（八戸市・おいらせ町・五戸町・新郷村・南部町・三戸町・田子町・階上町）、久慈圏域

（久慈市・洋野町・野田村・普代村）、二戸圏域（二戸市・軽米町・九戸村・一戸町）の小学生 

 ※ただし、現地集合できる方 

◎募集人数：60人 

◎参加費：無料 

◎小雨の場合は実施しますが、荒天等により中止する場合は、申込書に記載の電話番号に連絡しますので、

同伴しない場合も記載願います。 

◎マスクを持参してください。 

 

◎県北広域振興局経営企画部・文化スポーツ担当行 

 FAX ０１９４‐５３‐１７２０   申込締切：令和３年８月 11 日（水）17 時必着   

 

申 

込 

書 

◎児童 

(ﾌﾘｶﾞﾅ) 

□氏名 

 

□性別 男 ・ 女  

□生年月日 平成   年   月   日 □年齢         歳 

□学校名 小学校 □学年 年生 

◎保護者等同伴者 ※当日、児童に同伴する保護者等についてご記載願います 

(ﾌﾘｶﾞﾅ) 

□氏名 

 

□続柄 

 

 

(ﾌﾘｶﾞﾅ) 

□氏名 

 

□続柄 

 

 

□住所  

□電話番号 （代表者の方） 

 

申
込
方
法 

1 FAX 本申込書を上記の FAX番号に送信してください。 

2 郵送 本申込書を下記宛てに送付してください。 

 【送付先】〒028-8042 久慈市八日町 1-1 県北広域振興局経営企画部・文化スポーツ担当宛て 

３ 持参 県北広域振興局経営企画部・文化スポーツ担当（県久慈市区合同庁舎 3階）に提出願います。 

注）いずれの場合も、令和 3年8月11日（水）17時必着とします。 

 

問い合わせ 県北広域振興局経営企画部・文化スポーツ担当 小川【TEL】0194-53-4981 

 

【個人情報の取扱について】 

・本申込書の記載された個人情報については、本事業の企画運営のみに使用し、他に利用することはありません。 

【新型コロナウイルス感染症感染防止対策について】 

・参加者は、開始前に検温します。37.5℃以上ある場合は参加不可とします。 

・参加者は、体験前に手指消毒し、休憩中等、体験活動時以外はマスクの着用をお願いします。 

・保護者等は、できるだけ厚生労働省から提供されている接触確認アプリ（ＣＯＣＯＡ）のインストールをお願いします。 

・保護者等が見学する際は、お互い１メートル程度距離を取るようお願いします。 
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北緯40°ナニャトヤラ連邦会議の概要                          

◎ 目的 
日常生活圏の広域化や地方分権の進展、人口減少社会の到来など、地方行政を取り巻く社会・経済

環境が大きく変化する中、今後も活力ある地域づくりを進めていくためには、個々の行政区域に   
こだわらず、複数の自治体が連携し、広域的視野にたって地域振興に努める必要がある。 
 八戸・久慈・二戸圏域（三圏域。愛称、北緯40°ナニャトヤラ連邦。）は、古くは藩政時代から密接
な関係にあり、さらに近年の日常生活圏の広域化に伴い、その結びつきがますます強くなっている。 
 そこで、これまで守り育ててきた歴史・文化を踏まえつつ、それぞれの地域資源をお互いに最大限
活用し合うことが圏域全体の地域振興に結びついていくため、三圏域の中心都市３市（八戸市・久慈
市・二戸市）と各々の圏域を担当する県の機関が一堂に会する協議・懇談の場として北緯40°ナニャ
トヤラ連邦会議を設置する。また、同会議において市町村や都道府県といった行政区域にとらわれる
ことのない三圏域の振興に向けた協議を行い、合意に至った各種の連携協力事業を推進する。 

◎ 設立年月日 

平成18年７月24日 

◎ 名称 

 平成28年１月１日 北緯40°ナニャトヤラ連邦会議に改称 

  （従前：三圏域連携懇談会） 

◎ 構成 

① 八戸市長（座長） ④ 三八地域県民局長 

② 久慈市長     ⑤ 県北広域振興局長 

③ 二戸市長 

◎ 組織体制 
 
  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

◎ 財源 

  八戸市・久慈市・二戸市からの負担金（各市100万円/年） 

◎ 事務局所管事業 

● ３市広報紙面交換事業（H25～） 

● 北緯40°ナニャトヤラ連邦おでかけ情報コーナー設置事業（H19～） 

● ふるさと納税連携ＰＲ事業（H25～） 

● 北緯40°ナニャトヤラ連邦職員スキルアップ事業（研修会等の相互参加）(H28～) 

◎ 専門部会について  

  【当初】 

● ドクターヘリ配備 ● 鳥インフルエンザ対策（以上H19解散） 

   ● 畜産廃棄物活用  ● 木質バイオマス ● 食を活かす ● 図書館連携(以上H21解散) 

  【現行】（H22.７月～） 

● 防災協力体制    ● 産業経済活性化 ● 広域観光  ● 森林資源活用 

● 漆産業振興(H30.４月立上げ)    ● スポーツ・文化交流(H23.２月立上げ)   

北緯 40°ナニャトヤラ連邦会議 
【構成】３市２局の市長・局長 
【役割】地域振興に関する意見交換、施策の推進 

総合調整連絡会議 
【構成】３市２局の企画担当部長 

   【役割】連邦会議で提案された事項及び連邦会議に付議する事項の協議及び調整 

専門部会 
【構成】連邦会議で合意した事項を所管する担当課長 
【役割】連邦会議で提案された事項の専門的な検討及び連携事業 

 

状況報告 方向性の決定 

状況報告 方向性の決定 

報
告 

三圏域名称（愛称） 

北緯 40°ナニャトヤラ連邦 

北緯 40度線 
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報道機関懇談会資料（2021/８/５） 県北広域振興局

説明項目２

高校生、保護者及びＵターン経験者とのトークセッション

“あなたの知らないＵターンの世界”の開催について

（経営企画部産業振興室）

若者の地元就業を促進するため、Ｕターンについての理解を深め、Ｕターンに対す

る意識付けを行うことを目的として、高校生（進学予定者）及び保護者を対象にＵタ

ーン経験者とのトークセッションを開催しますので、取材くださいますようお願いし

ます。

１ 開催日時 ※トークセッションは２回開催

  （１回目）令和３年９月15日（水）18時30分～19時30分

  （２回目）令和３年10月19日（火）同上

２ 場所

  StAND HIBIKI（スタンドヒビキ）（久慈市中央三丁目58、YOMUNOSU１階）

３ 主催

  県北広域振興局

４ 対象

  久慈管内の高校生（進学予定者）及び保護者

５ 定員

  １回当たり20名程度

６ 講師

（１回目）NANAMARUNI COFFEE   代表    嵯峨 恒宏 氏

シューズセンターたかぎ 店長    髙木 康弘 氏

HIBIKI SHOKUDO        代表    青松 慶一 氏

（２回目）（株）クジラテラス        代表取締役 上神田 正利 氏

ナインオクロック株式会社 代表    香取 正博  氏

７ 内容

Ｕターン経験者の体験談を聴き、意見交換することを通じて、“Ｕターン” や、
“地元で働く”ことを本人や保護者に考えていただく機会とする。また、“起業”

や“事業を継ぐ”ということについても触れていただく。

※ 詳細については、別添実施要領を参照願います。

担当：経営企画部

特命参事兼産業振興室長 酒井

電話：0194-66-9671 内線315
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高校生、保護者及びＵターン経験者とのトークセッション実施要領

１ 目的

若者の地元就業を促進するため、高校生（進学予定者）及び保護者を対象にＵターン

経験者とのトークセッションの機会を設け、Ｕターンについての理解を深め、Ｕターン

に対する意識付けを行うことを目的とする。

２ 主催

岩手県県北広域振興局

３ 対象

久慈管内の高校生（進学予定者）及び保護者

４ 定員

１回当たり 20 名程度

５ 開催日時

  （１回目）令和３年９月 15 日（水）18 時 30 分～19 時 30 分

  （２回目）令和３年 10 月 19 日（火）同上

６ 場所

StAND HIBIKI（スタンドヒビキ）（久慈市中央三丁目 58、YOMUNOSU１階）

７ 内容

  あなたの知らないＵターンの世界

  講師

（１回目）

NANAMARUNI COFFEE      代表      嵯峨 恒宏（さが つねひろ）氏

シューズセンターたかぎ 店長      髙木 康弘（たかぎ やすひろ）氏

HIBIKI SHOKUDO         代表      青松 慶一（あおまつ けいいち）氏

（２回目）

（株）クジラテラス       代表取締役 上神田 正利（かみかんだ まさとし）氏

（株）ナインオクロック   代表      香取 正博（かとり まさひろ）氏

県北地域は、進学・就職等により８割超の若者が管外へ流出している。

進路の選択には、保護者の意向が大きく影響することなどから、Ｕターン経験者の体

験談を聴く機会を通じて、“Ｕターン”、“地元で働く”ことについて本人や保護者に考

えていただく機会とする。

また、“起業”や“事業を継ぐ”ということについても触れていただく。

８ その他

・事前申込とし、定員を超える場合は人数を調整する。

・検温、消毒など、新型コロナウイルス感染防止対策を講じた上で実施する。
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私がこのまちを
選んだ理由

地元には就職先がない！
就職するなら絶対、都会！

…と考えている皆さん
にぜひ触れてほしい。
“あなたの知らない
Ｕターンの世界”

あ

な

た

の

知

ら

な

い

U

タ

ー

ン

の

世

界

主催：岩手県県北広域振興局

Day ：2021. 9.15（水）

Time：18:30～19:30

Place：StAND HIBIKI StAND HIBIKI

C
O
F
F
E
E
で

も
飲
み
な
が
ら

い
か
が
で
す
か
？
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【あなたの知らないＵターン 

の世界】参加申込書 

 申込期限：令和 3年 9月 3 日（金） 

開催日時： 

令和３年 9月 15 日（水） 

18：30 開始～19：30 終了 

※18：00 までに会場集合 

                                                   

 

【お問合せ・お申込み先】 

岩手県県北広域振興局 

経営企画部産業振興室 

担当：山根 

ＦＡＸ：0194-53-1720 
ＴＥＬ：0194-66-9671 
E-mail：BK0001@pref.iwate.jp 

 

下記の参加申込書に御記入の上、電話、ＦＡＸ 又は メールでお申込みください。 
トークセッションイベントは２回開催します。 

学校名・学年  

氏 名  

氏 名 
※保護者のかたが一緒に参加される場合は、お名前をご記入ください。 
 
 

電話番号  

E-mail  

備 考 

※何かご不明な点等ございましたら、ご記入ください。折り返しご連絡
差し上げます。 
 
 
 
 

※ 定員は１回当たり 20名です。定員を超えた場合は、人数を調整させていただきますのでご了承く

ださい。 

※ 新型コロナウイルス感染防止のため、当日、体調がすぐれない場合などは、参加をご遠慮いただき

ます。また、当日は、マスクの着用にご協力をお願いします。 

※ 御記入いただいた個人情報については、適切に管理し、本事業の今後の運営のために使用します。 

※ ２回目の開催は令和３年 10月 19日（火）に予定しています。 
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報道機関懇談会資料（2021/8/5） 県北広域振興局

説明項目３
「ナニャトヤラ周遊スタンプラリー～ご当地PRキャラと一緒に南部

氏を学ぼう～」の開催について      （経営企画部産業振興室）

北緯40°ナニャトヤラ連邦会議では、コロナ禍における新しい観光のトレンドであ

るマイクロツーリズムの一環として、圏域内の周遊を促進するため、「ナニャトヤラ

周遊スタンプラリー～ご当地PRキャラと一緒に南部氏を学ぼう～」を開催しますの

でお知らせします。

１ スタンプラリーの内容

(1) コンセプトについて

  北緯40°ナニャトヤラ連邦会議は、元々藩政時代の南部氏とのつながりに由来

しており、圏域内にも多くの南部氏ゆかりの施設等があることから、これらの施

設を巡ることで南部氏の歴史や地域に根差す文化に触れ、当圏域の認知度向上を

図るとともに周遊観光を促進するもの。

(2) スタンプラリーの概要

  北緯 40°ナニャトヤラ連邦会議圏域内に所在する南部氏ゆかりスポット計 16

か所を巡りながら、スポットに設置している当該市町村のご当地 PR キャラのス

タンプを最大16体集めて応募すると、抽選で南部氏ゆかりの景品が当たるもの。

２ 開催期間

令和３年８月12日（木）～令和３年11月30日（火）

３ ご当地PRキャラスタンプについて

  スタンプデザインには、圏域内の各市町村のご当地PRキャラを使用しており、一

部のキャラクターについては、今回だけの特別仕様のキャラクターデザインを使用。

４ スタンプ台紙について

  圏域内の各スタンプラリースポットに配架。

５ 景品について

  景品としては、琥珀製品（久慈市）、浄法寺塗の漆器（二戸市）や南部裂織（八

戸市）などの南部氏ゆかりの景品を抽選でプレゼント。

  なお、応募締締め切りは、令和３年11月30日（火）（当日消印有効）。

６ 主催

北緯40°ナニャトヤラ連邦会議広域観光部会

７ 参考

  北緯40°ナニャトヤラ連邦会議は、八戸・久慈・二戸の３圏域が県境を越えた相

互連携を推進するために組織され、防災・産業・観光・森林・漆産業・スポーツ文

化の６分野で広域連携による圏域全体の地域振興に取り組んでいます。

担当：経営企画部産業振興室 室長 酒井

電話：0194-66-9671 内線315
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ハ
ウ
ス

13 10
：0
0～
15
：0
0

営
業
期
間：
4月
6日
～
11
月
30
日

二
戸
市

普
代
村
第
9地
割
字
銅
屋
5-
3

三
陸
鉄
道
普
代
駅
内

ふだ
いの
アン
テナ
ショ
ップ
あい
で

16 9：
00
～
16
：0
0

普
代
村

久
慈
市
中
町
２
丁
目
５
-１

道
の
駅
くじ
　
や
ま
せ
土
風
館

13 ９：
00
～
19
：0
0（
４
月
～
10
月
）

9：
00
～
18
：0
0（
11
月
～
３
月
）

久
慈
市

野
田
村
大
字
野
田
31
-3
1-
1

道
の
駅
の
だ

14 ９：
00
～
18
：0
0

野
田
村

洋
野
町
種
市
23
-2
7-
1

種
市
歴
史
民
俗
資
料
館

15 平
日
　
9：
00
～
18
：0
0　
土
日
　
9：
00
～
17
：0
0

休
館
日
　
毎
週
水
曜
日
、祝
日
、

年
末
年
始（
12
月
29
日
～
1月
3日
）

洋
野
町

二
戸
市
福
岡
字
城
ノ
内
3-
3

九
戸
城
ガ
イ
ド
ハ
ウ
ス

9 10
：0
0～
15
：0
0

営
業
期
間：
4月
6日
～
11
月
30
日

二
戸
市

九
戸
村
大
字
伊
保
内
第
11
-4
7-
1

ま
ち
の
駅「
ま
さ
ざ
ね
館
」

11 9:
00
-1
8:
00

休
館
日
　
年
末
年
始

九
戸
村

軽
米
町
大
字
晴
山
22
-3
8-
１

ミ
ル・
み
る
ハ
ウ
ス

10 9：
00
～
18
：0
0

休
館
日
　
毎
週
木
曜
日

軽
米
町

ス
タ
ン
プ
G
E
T
の
1
6
ス
ポ
ッ
ト
は

  
  
  
  
  
  
  
  
  
こ
こ
!!

対
象
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
り

プ
レ
ゼ
ン
ト
を

G
ET

し
よ
う
!!

12 御所野 縄文博物
館

16 ふだい
の

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

あ
い
で

八
戸
エ
リ
ア

ナ
ニ
ャ
ト
ヤ
ラ
周
遊

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

ナ
ニ
ャ
ト
ヤ
ラ
周
遊

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

詳
し
く
は

H
Pを
見
て
ね
!!

一
戸
町
岩
舘
御
所
野
２

御
所
野
縄
文
博
物
館

12 9：
00
～
17
：0
0（
博
物
館
展
示
室
の
入
場
は
16
：3
0ま
で
）

休
館
日
　
毎
週
月
曜
日
(月
曜
日
が
祝
祭
日
の
場
合
、そ
の
翌

日
)、
祝
日
の
翌
日
(土
日
を
の
ぞ
く
)、
年
末
年
始

一
戸
町

＜
問
い
合
わ
せ
先
＞
TE
L.
01
94
-6
6-
96
71
　
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
事
務
局
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報道機関懇談会資料（2021/８/５） 県北広域振興局

説明項目４

ほうれんそう夏期安定生産技術等現地研修会の開催について

（ミスト装置を活用した加湿制御による高温対策実証の見学会）

（久慈農業改良普及センター）

久慈地域は県内一のほうれんそう産地であるが、夏期の気温上昇により単価の高

い夏期の収量低下が大きな課題となっている。この課題解決に向けて、夏期高温対

策技術として期待されるミスト装置を活用した加湿制御による高温対策技術の普

及実証（県北広域振興局地域経営推進費を活用）に本年度から取り組んでいます。

標記研修会を８月 18 日に開催して、ミスト装置を活用した高温対策実証を農家

と関係機関等に紹介しますので、取材下さいますようお願いします。

１ 開催日時（研修会のうち見学会の部分）

令和３年８月18日 13時30分から14時10分まで

２ 主催

久慈地方農業農村活性化推進協議会（振興局、市町村、ＪＡ等で構成）

３ 実証農家

長坂信一氏（岩手県農業農村指導士、久慈市山形町岡堀地内）

ほうれんそう栽培面積50a（年間約５回作付）

４ 研修の対象

     新岩手農業協同組合久慈地域野菜部会（ほうれんそう生産者）約20名

及び管内市町村及び団体 ほか

５ 内容

    細かい霧を発生させるミスト装置のシステム紹介とほうれんそうの生育

状況の確認

       

図１ ミスト装置のシステムイメージ（①と②の効果を期待）

担当：産地育成課長 中西商量

電話：0194-66-9683 内線：255

ミストノズル① ②
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〔参考〕

１ 久慈管内のほうれんそうの生産状況

・販売額は、平成16年をピーク（10.4億円）に減少。

  表 久慈管内のほうれんそう生産の推移

平成５年

（1993）

平成16年

（2004）

平成26年

（2014）

令和２年

（2020）

販売額（億円） 7.0 10.4 5.3 3.6

出荷量（ｔ） 870 1,687 911 599

生産者数（戸） 926 885 508 328

２ やませの発生状況（久慈 ６～８月）

・やませの発生日数は平成15年が最多の30回、令和２年は６回と大幅に減少。

  

図２ やませの発生状況久慈管内のほうれんそう生産の推移

※ やませの判定基準（久慈農業改良普及センターの定義）

以下の３つの条件をすべて満たす日をカウントしている。

① 日最多風向：北東～南東

② 日照時間：７時間/日未満

③ 日最高気温：各月ごとの日最高気温が次の温度以下

      ６月 16℃、７月 20℃、８月 22℃
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２ 取材希望者日の集合時間と駐車場所及び対応者

○ 久慈市山形町戸呂町第１地割９番地（長坂信一氏宅）

○ 当日の対応者

産地育成課長 中西（連絡先 080-5220-8748）

至

九戸インター

至

久慈渓流駐車場所

国道281号線

県道42号線

至 九戸IC

22.8km

（自動車約26分

国道281号線
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報道機関懇談会資料（2021/８/５） 県北広域振興局

説明項目５ 久慈地域の農作物の生育状況について（令和３年７月25日現在）

（久慈農業改良普及センター）

水稲の出穂は、早いものは７月末から始まっており、平年の地域の出穂盛期より３～５日程

度早まり、８月第１週となる見込みです。本年はカメムシの発生が多いと見込んでいることか

ら、薬剤の適期散布を重点的に指導しています。

その他の農作物の生育も早まっていることから、普及センターでは生産者に対して作物の生

育状況に応じた技術指導を行っていきます。

〔作物別の生育概況一覧ほか〕

作 物 名 生 育 概 況 備 考

水 稲

●水稲（主食用米、飼料用米）

・ 管内の出穂は、平年より３～５日程度早まり、８月４

日が出穂盛期となる見込みです。

・ 斑点米の原因となるカメムシの発生が多いと見込ん

でいることから、薬剤の適期散布を重点的に指導してい

ます。

・作付面積（R2）

733ａ（うち主食用556a、

飼料用177a）

・洋野町阿子木いわてっ

こ生育（７/12調査）

草丈：平年差 ＋6.9cm

茎数：平年比 136％

葉齢：平年差 ＋0.5葉

野 菜

●ほうれんそう

・ 生育は順調で、前年に比べ出荷量が増加しています。

・ 病害虫は、全体的にアザミウマ類の被害が見られるこ

とから、被害程度は軽微です。

・ ８月は高温による生育抑制や発芽の不揃いが懸念さ

れることから、遮光幕設置や夏期に適する品種の作付け

など基本技術を指導しています。

・のべ作付面積（R2）

145ha

・出荷量

日量平均約 3.0 トン

（前年比106％）

・販売単価

ＡＭ規格96円/170ｇ

（前年比△18円）

花 き

●りんどう

・ 早生種（マジェルなど）は収穫が始まっており、８月

第１週頃まで出荷される見込みです。

・・ 晩生種（いわて夢のぞみ、アルビレオなど）の草丈は

平年並ですが、開花はやや早まっており、９月上旬と見

込まれます。

・作付面積（R2）

162ａ（うち早生68.5a、

晩生52a）

果 樹

●りんご

・ りんごの果実肥大は順調です。９月から早生の出荷が

始まる見込みです。

●やまぶどう

・ やまぶどうの生育は順調であり、結実は多くなってい

ます。

・作付面積（H30）

660ａ（うち早生 95a、

中生203a、晩生292a）

・りんごの横径(mm)

ふじ（晩生）

55.1（平年比108％）

飼料作物

●牧草

・ ２番草の収穫作業は梅雨明けから始まり、作付面積の

５割程度進み、収穫量は平年並みが見込まれます。

●デントコーン

・ 早生及び中生種は７月下旬に出穂し、収穫作業は８月

下旬から始まる見込みです。晩生種は７月末～８月上旬

に出穂、収穫作業は９月下旬から始まる見込みです。

（次ページあります。）
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令和３年気象経過図（アメダス観測地点：久慈；７月第５半旬まで）

【これまでの気象概況：４～７月】

気温は、４月第６半旬から５月第１半旬にかけて平年より低くなりましたが、それ以外は平年

より高い日が続きました。特に５月第２半旬から第４半旬、６月第１半旬から第３半旬、７月第

４半旬以降は平年を大きく上回りました。

降水量は、４月第６半旬と５月第５半旬は平年を上回りましたが、おおむね平年並みから少な

く推移しています。令和３年の梅雨明けは、７月１６日頃（平年より12日早い）であり、短い

梅雨となりました。

日照時間は、５月第４半旬から第６半旬、６月第４半旬から第５半旬、７月第１半旬から第３

半旬は平年を下回りましたが、おおむね平年並み～上回っています。特に梅雨明け後の７月第４

半旬は、平年を大きく上回りました。

７月のヤマセ吹走日数は、久慈が１日（平年4.3日）、種市が３日（平年4.9日）でした。

担当：産地育成課長 中西 商量

電話：0194-53-4989 内線255
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報道機関懇談会資料（2021/８/５） 県北広域振興局

説明項目６
「久慈地方産原木乾しいたけフェア」の開催について

（林務部）

久慈地方の特産品である「原木乾しいたけ」を味わう機会を設け、認知度向上と消

費拡大を図ることを目的に、県内の飲食店等で久慈地方産原木乾しいたけを使用した

メニューの提供を行うフェアを開催します。

記

１ 開催期間

  令和３年８月９日（月）から８月31日（火）まで

※ 各店舗において乾しいたけが無くなり次第終了となります。

※ 営業日や営業時間、予約の要・不要は各店舗によって異なります。

２ 実施内容

  「久慈地方産原木乾しいたけ」を使用したメニューの提供

３ 開催店舗

  趣旨に賛同し御協力が得られた以下の県内６店舗で開催します。

⑴ 久慈グランドホテル レストラン「アゼリア」（久慈市川崎町10-15）

⑵ 北三陸食彩レストランＮＡＯ（久慈市中央3-1）

⑶ アグリパークおおさわ（洋野町種市69-16-1）

⑷ 国民宿舎くろさき荘（普代村2-84-4）

⑸ ロレオール田野畑（田野畑村明戸309-5）

⑹ ウサギボタニカ（盛岡市中ノ橋通1-3-15）

４ その他

  本フェアは、令和３年度地域経営推進費を活用して実施するものです。

担当：林業振興課長兼上席林業普及指導員 多田野 修

電話：0194-53-4984 内線226

【参考】久慈地方の原木乾しいたけについて

・ 豊かな広葉樹資源を背景に原木しいたけ生産が盛んで、県内最大の生産地

となっています。

・ 久慈地方の令和元年の原木乾しいたけ生産量は約 37ｔとなっており、県内

生産量（約77ｔ）の約50％を占めています。

・ 全国品評会で上位入賞するなど品質面でも全国的に高い評価を得ています。

・ 北三陸特有の冷涼な気候により時間をかけて育つため、アワビのような食

感と豊かな味や香りが特長です。
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各店舗において乾しいたけが無くなり次第終了

＜久慈市川崎町10-15＞ Tel：0194-52-2222

北三陸食彩レストランＮＡＯ
＜久慈市中央3-1＞ Tel：0194-66-9927

＜洋野町種市69-16-1＞ Tel：0194-66-2662

国民宿舎くろさき荘
＜普代村2-84-4＞ Tel：0194-35-2611

＜田野畑村明戸309-5＞ Tel：080-9014-9000

ウサギボタニカ
＜盛岡市中ノ橋通1-3-15＞ Tel：019-681-4932
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報道機関懇談会資料（2021/８/５） 県北広域振興局

説明項目７

いわての森林づくり県民税を活用した「県民参加の森林づくり促進事

業」の開催延期について

（林務部）

地域住民や団体等が主体的に取り組む森林整備活動等を支援する「県民参加の森林

づくり促進事業」により８月８日（日）に開催を予定しておりました下記の取組につ

いて、新型コロナウイルス感染症の影響により９月下旬に延期することになりました

のでお知らせします。

記

〇 平庭高原での植樹活動

１ 実施主体

くじ☆ラボ

２ 日程

  令和３年９月下旬（予定）

※ 日程が決まり次第改めてお知らせします。

３ 実施内容

  平庭高原での地元の児童生徒等による白樺やレンゲツツジの苗木の植樹、植樹記

念のフォレストボード（森の小道）の整備

４ お問合せ先

  くじ☆ラボ事務局（久慈市山形総合支所産業建設課内）

  電話番号：0194-72-2129

５ 昨年度の実施状況

  

担当：林業振興課長兼上席林業普及指導員 多田野 修

電話：0194-53-4984 内線226

【参考】「いわての森林づくり県民税」の概要

本県の豊かな森林環境を次の世代に良好な状態で引き継いでいくため、県民みん

なで支える仕組みとして平成 18 年４月に創設されたもの。５年を１期として制度

の検討が行われ、令和３年度からは第４期目がスタート。

いわての森林づくり県民税の課税額は、個人：1,000 円/年、法人：資本金の額

に応じて2,000円～80,000円/年。

← 白樺苗木の植樹

フォレストボードへの

メッセージ記入  →
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報道機関懇談会資料（2021/８/５） 県北広域振興局

説明項目８
山形小学校６年生の揮毫による橋名板をお披露目します！

              （土木部）

県では、令和３年度内の開通を目指して、久慈市山形町川井地内において、一般国

道281号下川井工区の整備を進めているところですが、将来を担う地元小学生に道路

への親しみや道路構造物への愛着を持っていただきたい願いも込め、「下川井２号橋」

の橋名板について山形小学校の６年生11名に揮毫していただいたところです。

今般、橋名板が完成し、以下のとおり児童へのお披露目及び感謝状贈呈を行います

ので、ぜひ取材下さいますようお願いします。

１ 日時 令和３年８月18日（水）９時00分開始

２ 場所 久慈市立山形小学校 体育館（久慈市山形町川井10-13-1）

３ 当日の内容

・ 県から事業概要の説明

・ 橋名板お披露目

・ 児童へ感謝状贈呈

※ 取材にお越しいただく場合は、８月17日（火）12時までに下記担当まで連絡下

さいますようお願いします。

【事業概要】

路線名 一般国道281号 工区名 下川井

延長 1.5km 幅員 6.0（12.0）m 片側歩道

主要構造物 下川井トンネル510m、下川井１号橋44.1m、下川井２号橋21.5m

至 盛岡市

至 久慈市内

下川井工区1.5km

下川井トンネル

下川井２号橋

下川井１号橋

揮毫いただいた橋名板の

一例（全部で４種類）

山形小学校

担当：道路整備課長 田中 傑

   主任主査   塩井 道信

電話：0194-66-9688 内線261
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報道機関への情報提供（2021/8/5） 県北広域振興局

説明項目９
「オープンキャンパス＆夏の体験入校」８月７日（土）開催！

（二戸高等技術専門校）

自動車整備及び建築大工分野の未来の匠を育てる県立二戸高等技術専門校では、高

校生やその保護者を始め地域の皆さんに本校の活動をよく知っていただくために、

「オープンキャンパス」を８月７日（土）の午前に開催します。

また、同日の午後、高校生を対象に、自動車整備や木材加工の実習を体験していた

だく「夏の体験入校」を開催します。

プログラム等は次のとおりです。一日でより深く本校を知ることができる機会とな

っています。将来の夢に向けて歩みだした高校生の姿をぜひ取材くださいますようお

願いします。

なお、実施に当たっては、３密の回避、換気の徹底等、新型コロナウイルス感染防

止措置を行いながら実施します。

Ⅰ オープンキャンパス

１ 開催日時

令和３年８月７日（土） 午前10時から12時まで

２ 開催場所

岩手県立二戸高等技術専門校 二戸市石切所字上野々92-1

３ プログラム

高校生や保護者の皆さん等へ本校の概要と施設を紹介します。

○全体説明      午前10時～10時30分    〔体育館〕

○各科概要説明    午前10時30分～11時    〔自動車システム科：視聴覚室〕、

〔建築科：2年生教室〕

○各科見学      午前11時～11時30分    〔自動車システム科実習場、

建築科実習場〕

○学生寮公開・説明  午前11時30分～12時    〔青雲寮食堂〕

  学生寮の概要（入寮可能条件、在寮に要する経費 等）を説明と居室（一部屋）

等を案内します。

○個別相談コーナー  午前11時30分～12時    〔１階相談室〕

入試、入校から通学、寮、学費、就職のことまで相談に応じます。

４ 定員・参加料
  定員なし・参加料無料

Ⅱ 夏の体験入校

１ 開催日時

  令和３年８月７日（土） 午後１時から午後３時30分まで

２ 開催場所

  岩手県立二戸高等技術専門校  二戸市石切所上野々92-1
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３ 対象

  高校生

４ 定員・参加料

（１）自動車システム科  １２名

（２）建築科       １０名

いずれも参加料は無料

５ 体験内容（予定）

各科の実習を体験します（実習２時間程度）。個別相談にも応じます。

（１）自動車システム科  日常点検、エンジン分解・組立実習ほか

（２）建築科       鋸引き（のこぎりびき）・加工・組立実習

Ⅲ 問合せ先

  岩手県立二戸高等技術専門校 （校長 今野 智）

  電話：0195-23-2227、Fax：0195-23-9081、E-mail：CD0007＠pref.iwate.jp

〔参考１：昨年度の体験入校の様子〕

自動車システム科

（エンジン分解・組立実習）

建築科

（鋸引き・加工・組立実習）

〔参考２：出身地別在校生の状況〕         （単位：人、％）

区  分
県北

県央 その他 合計
久慈 二戸

自動車システム科 5 (22.7) 6 (27.3) 9 (40.9) 2 ( 9.1) 22 (100.0)

建築科 5 (27.8) 4 (22.2) 5 (27.8) 4 (22.2) 18 (100.0)

合  計 10 (25.0) 10 (25.0) 14 (35.0) 6 (15.0) 40 (100.0)

担当 校長 今野  智
あきら

  校長補佐 阿部 恵一

電話: 0195-23-2227 Fax: 0195-23-9081
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二戸市石切所字上野々92－1 （TEL）0195-23－2227 （FAX）0195-23－
9081

（E-mail）CD0007@pref.iwate.jp

岩手県立二戸高等技術専門校

自 動 車 シ ス テ ム 科 ・ 建 築 科 駐車場あり

オープン

夏の

キャンパス

体験入校
＋

8/
事前申込制

どんな学校？ 人口が減るけど、
大工って将来大丈夫？

岩手県立二戸高等技術専門校
電気自動車でも、
整備士って必要なの？

申し込み方法など
詳しくはこちら オープンキャンパスプログラム

体験入校プログラム

・学校紹介 ・各科紹介
・施設見学 ・個別相談

・自動車システム科：日常点検、エンジン分解など
・建築科：鋸(のこぎり)挽き・加工・組立など

定員なし

定員12名

定員10名

・オープンキャンパスと体験入校の両方の参加も、
どちらかのみの参加もOK

・新型コロナウイルス感染症対策を徹底して実施
します。
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二戸高等技術専門校
オープンキャンパス＋夏の体験入校 ２０２1

当日の流れ

9：30～ 受 付

10：00～ 全体説明

10：30～
自動車システム科 建築科

科概要説明 科概要説明

11：00～ 施設見学 施設見学

11：30～ 個別相談
（訓練内容・就職先 等）

個別相談
（訓練内容・就職先 等）

個別相談
（入試、学費、経済的

支援制度 等）

学生寮公開・説明

12：00 終 了

12：30～ 受 付

13：00～
実習

（エンジン分解・組立、
自動車整備 他）

実習
（鋸挽き･加工･組立 他）

15：20～ まとめ まとめ

15：30 終 了

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

夏
の
体
験
入
校

～ 申込方法 ～
本校ホームページ内の特設ページ等から県の電子申請システムによりお申し込み、または、

電子メールに必要事項を書いて、 CD0007@pref.iwate.jp あてにお申し込みください。
体験入校には定員があります。（自動車システム科12名、建築科10名）

お問合せ（お申込み）岩手県立二戸高等技術専門校 学生募集担当

TEL 0195-23-2227 FAX 0195-23-9081  E-mail :CD0007@pref.iwate.jp

申込期間 7月2日（金）午前8時30分 ～ 7月26日（月）午後5時

- 31 -

mailto:CD0007@pref.iwate.jp


報道機関への情報提供（2021/8/5） 県北広域振興局

説明項目10

久慈地区における雇用の維持・就職に向けた在職者・離職者訓練につ

いて（８、９月実施分）

（二戸高等技術専門校）

県立二戸高等技術専門校では、感染防止措置の取組に配慮しながら、久慈地区にお

ける雇用の維持・就職に向けた支援活動として、８、９月に下記の在職者訓練及び離

職者訓練を実施しますので、お知らせします。

これからも本校では、県北地域の産業技術人材育成の拠点として、①現在職業に就

いている方の職業能力の向上と②再就職に向けて前向きにチャレンジしていきたい

方が一日も早く就職できるよう必要な知識・技能習得の支援を続けていきます。

１ 配慮する感染防止措置の取組み
(1) 机・椅子・実習器具等の配置
(2) 教室・実習場の換気の徹底
(3) 咳エチケット、消毒の実施
(4) 受講者の体調管理等の徹底

２ 実施する在職者・離職者訓練
(1) 在職者訓練
ア Excelビジネス活用基礎Ⅰ （会場：久慈高等職業訓練校）

８月24日、25日 定員10名 〔申込締切済〕
※ Excel をビジネスで活用するために必要な基本的操作を、実務で役立つ表
を作りながら学べます。10月には「Excelビジネス活用基礎Ⅱ」があります。

イ 若手社員 （会場：久慈高等職業訓練校）
９月９日、10日 定員20名 〔申込締切 ８月20日〕

   ※ 若手社員としての役割、主体性を発揮するうえで必要な意識、仕事上の効
果的なコミュニケーションや自己啓発の基本等について学びます。

ウ 新入社員Ⅱ（フォローアップ） （会場：久慈高等職業訓練校）
９月29日、30日 定員20名 〔申込締切 ９月９日〕

   ※ 入社半年の節目の時期に、会社生活を振り返って現状のたな卸しを行うと
ともに、仕事の基本的な進め方を再確認し、パワーアップを図ります。

(2) 離職者訓練
  アＯＡビジネス科 （会場：久慈高等職業訓練校）

８月19日～12月17日 定員14名 〔募集締切済〕
   ※ パソコンを使った事務処理や、総務実務の基本的な知識・技能を習得。企

業実習を通じて職場における実践的な実務対応能力で就職を目指す４ヶ月
間の職業訓練です。

３ 申込先
(1) 在職者訓練
   二戸高等技術専門校（電話：0195-23-2227）
(2) 離職者訓練
   ハローワーク久慈（電話：0194-53-3374）

４ 今後、感染者が確認された場合の対応
  訓練の休止、延期等

担

当
校長 今野 智

あきら

  校長補佐 阿部 恵一

電話: 0195-23-2227 Fax: 0195-23-9081
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対 象 者
Excelの基本的な操作ができる方
（Ⅰ・Ⅱは基本セットですが、両方受けるのが難しい方はご相談下さい）

日 時
基礎Ⅰ 令和３年８月２４日（火）～令和３年８月２５日（水） ２日間
基礎Ⅱ 令和３年１０月１９日（火）～令和３年１０月２０日（水） ２日間

９時～１６時 （昼休み12時～13時）

講 師 久慈職業訓練会講師

実 施 場 所 久慈高等職業訓練校（久慈市川崎町１７番５号）

定 員 各１０名

受 講 料
無料《テキスト代などの実費は、自己負担》
参考（令和2年度同コース、使用テキスト代・・・①1,353円 ②1,360円）

締 切 日
基礎Ⅰ 令和３年８月４日（水）
基礎Ⅱ 令和３年９月２９日（水）

受 講 申 込

受講申込書に必要事項を記入し、二戸高等技術専門校に提出してくださ
い。
受講の可否は、受付期間終了後、ＦＡＸ又は電話でお知らせします。
修了者には能力開発促進法に基づき修了証書を交付します。

岩手県立二戸高等技術専門校
https://www.pref.iwate.jp/sangyoukoyou/koyouroudou/shisetsu/ninohe/1022921/index.html

TEL 0195-23-2227 FAX 0195-23-9081

初心者でも安心♪

＼ 基礎から学べる ／
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FAX 0195-23-9081 

受 講 申 込 書 

令和  年  月  日  

 岩手県立二戸高等技術専門校長 様 

 

研修担当 者 

(e-mail アドレス)               

※申し込むコースに係る事業所での連絡担当者のご氏名（必須） 

 と e-mail アドレス（適宜）を記入してください。 

 下記のコースを受講したいので申し込みます。 

記 

コ ー ス 名 
二戸地区・久慈地区 

№       コース名                   

実 施 日 程 令和  年  月  日～令和  年  月  日（  日間） 

( ふ り が な ) 

氏 名 

 性 

別 
男  女 

 

生 年 月 日 昭和・平成   年   月   日生（満   歳） 

現 住 所 

〒   － 

 

 

Tel.   －  －    

Fax.   －  －    

勤 

務 

先 
事業所名  Tel.   －  －    

所 在 地 

〒   － 

 

 

Fax.   －  －    

従業員数       人 

事業内容  

役 職 名  
実務経験年数  年  か月 

仕事内容  

メールアドレス  

注）用紙はコピーし使用してください。                         （Ａ４） 

受講申込書にご記入いただいた個人情報は、能力開発セミナーの受講に関する事務処理及び個人を特定しない統計処

理、能力開発セミナーのご案内等に利用させていただきます。 
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対 象 者 主に入社２～４年目の方

日 時
令和3年9月9日（木）～令和3年9月10日（金）２日間
９時～１６時（昼休み12時～13時）

講 師 株式会社ａｉびじねす 代表取締役 中村 夢美子 先生

実施場所
久慈高等職業訓練校
（久慈市川崎町17番５号 TEL:0194-52-3343）

定 員 ２０名

受 講 料 無料《テキスト代などの実費は、自己負担》
参考（令和2年度同コース、使用テキスト代・・・１，２８３円）

締 切 日 令和3年8月20日（金）

受講申込
受講申込書に必要事項を記入し、二戸高等技術専門校に提出してください。
受講者は先着順に決定し、ＦＡＸと電話でお知らせします。
修了者には能力開発促進法に基づき修了証書を交付します。

問 合 せ
申 込 先

岩手県立二戸高等技術専門校
電話：0195-23-2227 FAX：0195-23-9081
Eメール：CD0007@pref.iwate.jp/

https://www.pref.iwate.jp/koyouroudou/shisetsu/ninohe/index.html

二戸高等技術専門校
TEL 0195-23-2227

FAX 0195-23-9081
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FAX 0195-23-9081 

受 講 申 込 書 

令和  年  月  日  

 岩手県立二戸高等技術専門校長 様 

 

研修担当 者 

(e-mail アドレス)               

※申し込むコースに係る事業所での連絡担当者のご氏名（必須） 

 と e-mail アドレス（適宜）を記入してください。 

 下記のコースを受講したいので申し込みます。 

記 

コ ー ス 名 
二戸地区・久慈地区 

№       コース名                   

実 施 日 程 令和  年  月  日～令和  年  月  日（  日間） 

( ふ り が な ) 

氏 名 

 性 

別 
男  女 

 

生 年 月 日 昭和・平成   年   月   日生（満   歳） 

現 住 所 

〒   － 

 

 

Tel.   －  －    

Fax.   －  －    

勤 

務 

先 
事業所名  Tel.   －  －    

所 在 地 

〒   － 

 

 

Fax.   －  －    

従業員数       人 

事業内容  

役 職 名  
実務経験年数  年  か月 

仕事内容  

メールアドレス  

注）用紙はコピーし使用してください。                         （Ａ４） 

受講申込書にご記入いただいた個人情報は、能力開発セミナーの受講に関する事務処理及び個人を特定しない統計処

理、能力開発セミナーのご案内等に利用させていただきます。 
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入社半年

対 象 者 新入社員研修Ⅲ(令和4年3月3日・4日 ブラッシュアップ)と
セットで受講申込できる入社１年目の方
※Ⅱ・Ⅲとセットでのお申込みが難しい方はご相談ください。

日 時 令和３年９月２９日（水）～令和３年９月３０日（木）２日間
９時～１６時（昼休み１２時～１３時）

講 師 株式会社ａｉびじねす代表取締役 中村 夢美子先生

実 施 場 所 久慈高等職業訓練校
（久慈市川崎町１７番５号 TEL：０１９４-５２-３３４３）

定 員 ２０名

受 講 料 無料《テキスト代などの実費は、自己負担》
参考(令和2年度同コース、使用テキスト代・・・１，２０２円)

締 切 日 令和３年９月９日（木）

受 講 申 込 受講申込書に必要事項を記入し、二戸高等技術専門校へ提
出してください。
受講の可否は、受付期間終了後、FAX又は電話でお知らせい
たします。

修了者には能力開発促進法に基づき修了証書を交付します。
あらかじめご了承ください。

TEL:0195-23-2227
FAX:0195-23-9081

申込・お問い合せ

https://www.pref.iwate.jp/sangyoukoyou/koyouroudou/shisetsu/ninohe/1022921/index.html
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5-03-03-140-03-0052

選考会

対象者

受講期間

募集期間

受講費用

応募方法

令和３年８月１９日(木)～令和３年１２月１７日(金)

令和３年８月１０日(火)１０：００～
＜場 所＞久慈高等職業訓練校

久慈市川崎町１７－５
ＴＥＬ 0194-52-3343

・ハローワークに求職申込みをしている方。
・ハローワークの受講指示、受講推薦または支援指示を受けられる
見込の方。

・訓練修了後３ヶ月以内に再就職する強い意志のある方。

令和３年７月５日(月)～令和３年８月４日(水)

受講料無料ですが、自己負担あり。
※教材費（概算）計８，０００円
資格取得経費（概算）CS検定（各部門）3級 5,350円、2級 6,710円
職業訓練生総合保険料 3,600円(振込料別）

久慈 日本版デュアルシステム訓練 令和３年８月開講

募集締切
８／４
（水）

【取得目標資格】
コンピュータサービス技能評価試験 ワープロ部門３級

表計算部門 ３級

パソコンを使った事務処理や、総務実務の基本的な知識・技能を習得。
企業実習を通じて職場における実践的な実務対応能力で就職を目指す４ヶ月間の職業訓練です。

※新型コロナウィルス感染予防対策
当校では、アルコール消毒や適切な換気を行い、三密の回避、感染拡大の予防対策をしています。

久慈公共職業安定所（ハローワーク久慈）

【お問合わせ・お申込み】

【訓練主催】 岩手県立二戸高等技術専門校 二戸市石切所字上野々92-1 TEL：0195-23-2227

久慈市川崎町2-15
TEL 0194-53-3374

【訓練実施】 職業訓練法人久慈職業訓練協会 久慈市川崎町17-5 TEL：0194-52-3343

募集期間内に、お住まいの地区を管轄するハローワークにお申込み下さい。
※訓練の申込みにはジョブ・カードの交付が必要です。
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学科 １２６時間

訓練導入講習 自己理解、仕事理解、職業意識、職業設計、事業所訪問

職業能力基礎講習
オリエンテーション、キャリアコンサルティング、職場内のコミュニ
ケーション、ビジネスマナー・接遇、応募書類の作成、面接の心
得、再就職支援セミナー

安全衛生 ＶＤＴ作業と安全衛生

ＯＡ概論
コンピュータの仕組み、インターネットの仕組み、セキュリティに
関する知識

情報活用基礎知識 情報発信基本ルール、リスクと責任

総務実務概論
給与計算、雇用保険及び健康保険・厚生年金保険、労働災害に
関する知識

実技 ３５４時間

文書作成実習
入力操作、書式設定、表の作成、図形や画像等による文書の装
飾、一般文書・依頼文書・各種ビジネス文書の作成

表計算データ処理実習 表の作成、並べ替え、計算式、関数、グラフ作成

情報活用実践
インターネットを活用した情報収集、ホームページの作成、視覚
効果の活用とスライド資料の作成

総務実務実習
給与計算、雇用保険及び健康保険・厚生年金保険、労働災害に
関する手続き

企業実習 職場における実践的な実務対応

その他 ２時間 開講式、修了式

総訓練時間数 ４８２時間

選 考 日 時
令和３年８月１０日（火） １０時開始
受付を９時３０分～９時５０分までに済ませてください。

選 考 場 所 久慈高等職業訓練校（久慈市川崎町17-5 ℡0194-52-3343）

実 施 内 容 筆記試験（漢字の読み書き、四則計算）及び面接

持 参 す る も の 筆記用具（えんぴつ・消しゴム）

合 格 発 表 選考日翌日応募者に発送。（郵送通知）

留 意 事 項

＊面接順によってはお待ちいただくことがあります。
＊やむを得ない事情により欠席及び遅刻する場合は、事前にご連絡ください。
（無断で欠席又は遅刻した場合は、選考対象外となります。）

＊選考基準を満たしていない事項が一つでもある場合は、定員充足の有無に関わらず受講決定とならな
い場合があります。

＊受講決定後に受講を辞退した場合は、訓練テキストを買取りしていただきます。
＊この訓練は、応募状況により実施されない場合があります。

訓練の申込みにはジョブ・カードの交付が必要です。詳しくは公共職業安定所で確認してください。

①ジョブ・カード説明会参加→②ジョブ・カード作成→③キャリアコンサルティング→④ジョブ・カード交付→⑤受講申込

選考会場
案内図

◎カリキュラム

◎選考会

◎その他

- 39 -



記者懇談会資料（2021/８/５） 県北広域振興局

説明項目11
北いわて・大湯・是川 縄文周遊発掘スタンプラリーの開催について

（二戸地域振興センター）

県北広域振興局では、「北海道・北東北の縄文遺跡群」の世界遺産登録を記念し、御所

野遺跡、岩手県北地域の縄文関連施設（漆、琥珀）、隣接圏域（八戸、鹿角）の縄文遺跡

群構成資産等の周遊観光を促進するためのスタンプラリーを開催しますので、周知に御

協力くださいますようお願いします。

１ 開催期間

令和３年８月１日（日）～11月30日（火）

２ スタンプ設置場所（全13か所）

(１) 縄文遺跡群構成資産 ３か所

御所野縄文博物館（一戸町）、是川縄文館（青森県八戸市）、大湯ストーンサーク

ル館（秋田県鹿角市）、

(２) 県北地域の縄文関連施設等 10か所

浄法寺歴史民俗資料館（二戸市）、久慈琥珀博物館（久慈市）、軽米町歴史民俗資

料館（軽米町）、他

３ 参加方法

・スタンプ設置場所や県北局管内集客施設等にスタンプ台紙を配架（3,000枚作成）。

・県ホームページにも印刷用台紙を掲載。

４ 景品

(１) 縄文人で賞（全13か所） ３名

   鳥越竹細工（いちのへ手技工芸館）又は浄法寺漆器（滴生舎）

(２) 発掘の達人で賞（大スタンプ２か所、小スタンプ２か所） 10名

   菱細工（山井木工）又は漆染め巾着（ポトラガーデン）又は琥珀ボールペン（久

慈琥珀）

(３) 発掘の初心者で賞（いずれか２か所） 20名

  縄文関連グッズの詰め合わせ（御所野縄文博物館）

５ その他

  スタンプについては、各市町村の縄文遺跡からの出土品等をモチーフに作成。

担当：二戸地域振興センター

   特命課長 立柳、主査 上野

電話：0195-23-9205 内線 204
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P0 S T  C ARD
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岩手県二戸市石切所字荷渡 6-3　

岩手県 県北広域振興局
二戸地域振興センター 宛

※個人情報につきましては

　「岩手県 県北広域振興局

　二戸地域振興センター」が

　責任をもって管理します

希望する賞に
◯をつけて
ください

あなたは発掘の初心者で賞

あなたは発掘の達人で賞

あなたは縄文人で賞

お名前

応募締切 2021年11月30日（当日消印有効）
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令和３年８月 行  事  予  定  表

日 曜 行　　　　　事 時間 場所 会場 県出席者 担当課等 連絡先
（0194）

2
～
4

月
～
水

ひろの公営塾 12：45～15：15 洋野町 種市中学校 洋野町教育委員会総務学校課 65-5920

3 火
【定例】市日（３と８のつく日）
※要問合せ

8：00頃～ 久慈市 市日通り 久慈市観光交流課 52-2123

6 金 道の日ウォーキング あまちゃん街道を歩こう！ 10：00～ 久慈市 一般県道野田長内線 〇 県北広域振興局土木部 66-9688

7 土
二戸高等技術専門校
オープンキャンパス・体験入校

10：00～ 二戸市 二戸高等技術専門校 〇 二戸高等技術専門校 0195-23-2227

6
～
8

金
～
日

ヤマセあきんどまつり 久慈市 中心市街地 久慈商工会議所 52-1000

8 日
【定例】市日（３と８のつく日）
※要問合せ

8：00頃～ 久慈市 市日通り 久慈市観光交流課 52-2123

13 金
【定例】市日（３と８のつく日）
※要問合せ

8：00頃～ 久慈市 市日通り 久慈市観光交流課 52-2123

16 月 久慈納涼花火大会 20：00～ 久慈市 久慈川河川敷
久慈納涼花火大会実行委員会
（久慈市観光物産協会）

66-9200

18 水 ほうれんそう夏期安定生産技術等現地研修会 13：30～ 久慈市 山形町戸呂町第１地割９番地 久慈農業改良普及センター 66-9683

18 水 橋名板お披露目会・感謝状贈呈式 9：00～ 久慈市 山形小学校　体育館 ◎ 県北広域振興局土木部 66-9688

18 水
【定例】市日（３と８のつく日）
※要問合せ

8：00頃～ 久慈市 市日通り 久慈市観光交流課 52-2123

22 日 子どもサッカー交流体験教室 14：00～ 久慈市 総合防災公園多目的広場２ ◎ 県北広域振興局経営企画部 66-9670

22 日 平庭闘牛大会しらかば場所 11:00～ 久慈市 平庭闘牛場 久慈市産業建設課 72-2129

22 日 ガタゴンまつり 久慈市 ガタゴン広場他 久慈商工会議所山形支所 72-2743

23 月
【定例】市日（３と８のつく日）
※要問合せ

8：00頃～ 久慈市 市日通り 久慈市観光交流課 52-2123

28 土
【定例】市日（３と８のつく日）
※要問合せ

8：00頃～ 久慈市 市日通り 久慈市観光交流課 52-2123

28 土
【定例】プチよ市（最終土曜日）
※要問合せ

15：00頃～ 野田村 ねま～る 野田村商工会 78-2012

29 日 ビーチヨガin普代浜園地キラウミ 7：00～ 普代村 普代浜園地キラウミ 普代村観光協会 35-2115

令和３年９月上旬

日 曜 行　　　　　事 時間 場所 会場 県出席者 担当課等
連絡先
（0194）

3 金
【定例】市日（３と８のつく日）
※要問合せ

8:00頃～ 久慈市 市日通り 久慈市観光交流課 52-2123

8 水
【定例】市日（３と８のつく日）
※要問合せ

8:00頃～ 久慈市 市日通り 久慈市観光交流課 52-2123

13 月
【定例】市日（３と８のつく日）
※要問合せ

8:00頃～ 久慈市 市日通り 久慈市観光交流課 52-2123

15 水 あなたの知らないＵターンの世界 18：30～ 久慈市
YOMUNOSU１階　StAND
HIBIKI

〇 県北広域振興局産業振興室 66-9671

◎局長出席　　　☆技監（保健所長）出席　　○部・室長等出席

- 43 -


